
ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（平成２９年２月分） 

平成２９年４月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

（注：以下は、現地紙など公開情報をとりまとめたものです。） 

 

１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●サラエボ警察、ズキッチＳＤＡ幹事長の身柄

を拘束（１７日） 

 １７日、サラエボ・カントン警察は、サラエボ・

カントン検察局の命令に基づき、国公営企業

における違法就職斡旋容疑で、ズキッチＳＤＡ

幹事長の身柄を拘束した。２０日、サラエボ県

裁判所は、検察局の申請を受け、容疑者によ

る証人への圧力、証拠隠滅及び逃亡等の恐

れから、１ヶ月の拘留を許可した。 

 

●ストラツ市選挙の実施（１９日） 

 １９日、ストラツ市において、昨年１０月の投

票が無効となった地方選挙（市長選及び市議

会議員選）の再選挙が実施され、投票は大き

な問題が発生することなく終了した。 

 結果、市長選では、ボシュコビッチ候補（ＨＤ

Ｚ、クロアチア系）が約６０％の投票で当選。市

議会議員選では、ＨＤＺが約５０％、「ストラツ

のためのイニシアティブ」（ボシュニャク系）が、

約４１％、残りは、その他諸クロアチア系政党

となった。 

 なお、今回の再選挙では、ボシュニャク系有

権者及び「ストラツのためのイニシアティブ」の

支持者がボイコットするかどうかが注目されて

いたが、ボイコットは行われず、投票率は７５．

５６％となった。 

 

●ボシュニャク系による、ＩＣＪ２００７年判決見

直し請求の決定（１７日） 
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  １７日、イゼトベゴビッチ大統領評議会メン

バー（ボシュニャク系）は、ボシュニャク系の有

識者会合を開催し、ＢＨ紛争時の大量虐殺に

関する２００７年２月２６日の国際司法裁判所

（ＩＣＪ）判決（ボスニア対セルビア）に関して見

直し請求を行うことを決定し、２３日、２００７年

判決の際にＢＨの法定代理人であったソフティ

ッチ弁護士によって、ＩＣＪに対して見直し請求

の申立てが為された。 

 ２００７年のＩＣＪ判決は、１９９５年のスレブレ

ニツァの虐殺に関してのみ、右を防止する義

務を怠ったとしてセルビアの責任を認めてい

るが、それ以外については、セルビアは加担

も教唆もしておらず、直接的な責任は有さない

とした。ＩＣＪは、見直し請求の最終期限を判決

から１０年間としており、同期限が２０１７年２

月２６日であったことから、ＩＣＪ判決を不服とす

るボシュニャク系は、見直し請求を行うことを

決定した。 

 なお、本件請求をめぐっては、ボシュニャク

系は、ソフティッチ弁護士のＢＨ法定代理人と

してのマンデートが引き続き有効であるとして

同弁護士が見直し請求を行える旨主張する一

方、セルビア系は、ＢＨ大統領評議会の決定

を経ない限り、ＢＨ国家の決定とはなり得ない

旨主張して意見が対立している。 

 ＩＣＪは、２３日の見直し請求申立てを受けて、

翌２４日、ＢＨ大統領評議会メンバー３名に対

し、同評議会としての見直し請求に関する立

場を３月２日までに明確にするよう求める書簡

を個別に送付した。 

 

●ＳＤＡ所属有力ＢＨ下院議員２名、議員クラ

ブ脱会（４日） 

 ４日、ＢＨ議会下院において、シェピッチＳＤ

Ａ議員及びソコロビッチ議員がＳＤＡの議員ク

ラブから脱会し、無所属議員として活動するこ

とを宣言した。ＳＤＡは、４２名枠のＢＨ下院に

おいて１０名の議員を有しており、２名の脱会

後８名でも議会内第一党。 

 

（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●スカカ・サラエボ新市長の就任（６日） 

 ６日、サラエボ市議会は、スカカＳＤＡ議員

（ボシュニャク系）を新市長に選出した。新市

議会議長にはガブリッチＳＢＢ議員（ボシュニ

ャク系）が選出された。スカカ新市長は、前副

市長であり、ＳＤＡスタリグラ－ド地区支部長を

務めている。 

 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ＲＳ国民議会、「ＲＳの日」をめぐる報告書を

承認（９日） 

 ９日、ＲＳ国民議会は、昨年９月２５日に実施

された「ＲＳの日」をめぐる住民投票に関し、有

権者の半分以上が賛成票を投じていることか

ら、住民投票は有効であるとし、改めてＲＳ住

民投票実施委員会による公式報告書を承認

した。 本報告書は、昨年１０月に、一度ＲＳ国

民議会によって承認されたが、ＲＳ民族評議

会の審議を経ずに官報で発表されたため、Ｒ

Ｓ国民議会のボシュニャク系議員集団が、承

認手続きに関するＲＳ憲法違反として「民族の

死活的利益（ＶＮＩ）」を行使し、ＲＳ憲法裁判所

の決定により、取り下げられた経緯がある。加

えて、昨年１２月には、ＢＨ憲法裁判所が、住

民投票自体に対して、違憲判決を下してい

る。 

 

●ＲＳ国民議会、１２項目からなる決議を採択

（２７日） 
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 ＲＳ国民議会は、２月２７日の臨時会合にお

いて、「変革のための同盟」（ＳＤＳ・ＰＤＰ・ＮＤ

Ｐ、セルビア系）議員の棄権、祖国連合（ボシ

ュニャク系）議員の途中退室の中、１２項目か

らなる決議を採択した。その内容は、イゼトベ

コビッチ大統領評議会メンバー（ボシュニャク

系）を始めとするＩＣＪ判決の見直しの関係者を

憲法違反として刑事告発するべきとの項目の

他、ＢＨ憲法裁判所における外国人判事の廃

止やＯＨＲの廃止までと幅広い。 

 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プ

ロセスを含む） 

●ストルテンベルグＮＡＴＯ事務総長のＢＨ訪

問（２日） 

 ２日、ストルテンベルグＮＡＴＯ事務総長がＢ

Ｈを訪問し、大統領評議会、ズビズディッチ閣

僚評議会議長、ペンデシュＢＨ国防相、ＢＨ議

会下院国防・安全保障委員会等と会談を行っ

た。イバニッチ大統領評議会議長（セルビア系）

との会談においては、「イ」議長は「大統領評

議会及び主要政党間では「加盟のための行

動計画（ＭＡＰ）」の早期実行開始がＢＨの国

益であるという意見の一致がある旨述べ、ＢＨ

軍の近代化や国防資産のリスト作成になどの

取り組みについて説明。これに対して「ス」事

務総長は、ＮＡＴＯは西バルカン地域における

緊張を緩和し、情勢悪化を防ぐために全力を

尽くしていく旨を伝えた。 

 

●欧州議会、「２０１６年ＢＨの進捗に関する決

議」を採択（１５日） 

 １５日、欧州議会は、クロアチアの欧州議会

議員の提案によって修正追加された「連邦化、

地方分権化、及び全民族の平等」に関する内

容を含んだ「２０１６年ＢＨの進捗に関する決

議」を採択した。同文言は、ＢＨではクロアチア

系政治家が目指している「第３エンティティ」に

つながるものとして、特にボシュニャク系政治

家の間で問題視されている。 

  

（２）二国間関係 

●ペトロフ・クロアチア議会議長のＢＨ訪問（７

～８日） 

 ペトロフ・クロアチア議会議長は、７～８日に

ＢＨを訪問し、ＢＨ大統領評議会及びズビズデ

ィッチ閣僚評議会議長他と会談を行った。会

談では、経済、インフラ、貿易、農業等の各分

野における二国間協力やＢＨのＥＵ加盟プロ

セスに対するクロアチアの支援方針等が話し

合われた。なお、ズビズディッチ閣僚評議会議

長との会談後、ペトロフ議長が「クロアチアは、

ＢＨ内の新たなエンティティの創設は支持しな

い」と述べたというＢＨ閣僚評議会の報道発表

について、ペトロフ議長が所属するクロアチア

の政党ＭＯＳＴが否定すると言う問題が生じ

た。 

 

 

３．経済 

（１）経済指標 

●ＧＤＰ成長率 

 ＢＨ統計局によると、１６年第３四半期は、前

年同時期と比較して、実質ＧＤＰ成長率は２．

４％となった。 

 

●鉱工業生産高 

 ＢＨ統計局の発表によると、１７年１月の鉱
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工業生産高は、１６年１２月と比較して、３．

０％の減少。 

 

●雇用／失業者数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年１２月のＢ

Ｈ全体の雇用者数は７３８，９５４人。同月の失

業者数は５１０，０２２人で失業率は４０．９％と

なった。 

 

●平均給与 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年１０月のＢ

Ｈにおける平均給与（手取り）は８５３ＫＭ（約４

３６ユーロ）となった。 

 

●消費者物価指数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１７年１月の消

費者物価指数は前月から増減なし。 

 

●貿易額 

 ＢＨ統計局の発表によると、１７年１月のＢＨ

の輸出額は７億２，２００万ＫＭ（約３億６，９０

０万ユーロ）、輸入額は１０億１，０００万ＫＭ

（約５億１，７００万ユーロ）となった。 

・輸出相手国上位５ヵ国（貿易額、１７年１月）：

①ドイツ（１億２，２５０万ＫＭ／約６，２７０万ユ

ーロ）、②クロアチア（８，７００万ＫＭ／約４，４

５０万ユーロ）、③イタリア（７，９９０万ＫＭ／約

４，０９０万ユーロ）、④セルビア（６，０５０万Ｋ

Ｍ／約３，０９０万ユーロ）、⑤スロベニア（５，

６８０万ＫＭ／約２，９６０万ユーロ）参考：日本

（４万３，０００ＫＭ／約２万２，０００ユーロ） 

・輸入相手国上位５ヵ国（貿易額、１７年１月）：

①ドイツ（１億１，７９０万ＫＭ／約６，０３０万ユ

ーロ）、②イタリア（１億９５０万ＫＭ／約６，０３

０万ユーロ）、③クロアチア（９，７８０万ＫＭ／

約５，０００万ユーロ）、④セルビア（９，７５０万

ＫＭ／約４，９９０万ユーロ）、⑤中国（７，４６０

万ＫＭ／約３，８２０万ユーロ） 参考：日本（５

２６万９，０００ＫＭ／約２６９万５，０００ユーロ） 

＊上記数値はいずれも原産国及び仕向国に

よる算出。 

 

●観光客数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年１２月、Ｂ

Ｈにはのべ７３，１８１人（うち日本からは１１２

人）の観光客が訪れた（注：宿泊を伴った観光

客の総計）。 

 

（２）経済政策、公共事業 

●ＥＵによる自律的貿易措置（１日） 

 １日より、ＥＵの自律的貿易措置が発効した。

これにより、ＢＨの生産者は、果物や野菜を含

む特定の農産物に関し、関税及び量的制限

の撤廃により、特権的にＥＵに輸出すること可

能となった。 

 

●２０１６年度の輸出高、前年比６％増（２２

日） 

 ２２日、ＢＨ対外貿易会議所は、２０１６年の

ＢＨ貿易収支を発表。輸出高は約９７億７，００

０万ＫＭ（約５，９４０億円）で前年比６％増、輸

入高は約１６２億６０００万ＫＭ（約９，８９０億

円）で前年比５．５８％増であると発表した。主

要取引相手はＥＵで、その７０．７％を占めて

いる。 

 

（３）経済協力 

●ＢＨ財政評議会、燃料税の値上げに合意

（２２日） 

 ２２日付ボスニア・デイリー紙によると、ＢＨ

財政評議会（国・エンティティ・カントンの財相、

中央銀行総裁等で構成）は、高速道路「Ｖｃ（５
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ｃ）回廊」の建設に充てられる燃料及び燃料製

品に対する消費税の値上げに合意した。これ

は、総額１億５，５００万ＫＭ（約９，４３０億円）

のＩＭＦの拡大信用供与措置（ＥＦＦ）における

第二回ディスバースに向けた審査の一環とし

て、達成せねばならない条件とされている。 

 

（４）民間セクター 

●中国、６億ユーロを投資してガツコ火力発

電所の建設へ（２５日） 

 ２５日付当地インターネット・ニュース・サイト

「サラエボ・タイムズ」によると、本年末までに、

ガツコ新火力発電所の建設が開始される予定。

同建設資金は全て中国輸出入銀行による融

資で賄われ、近日中に応札している３社のう

ちから落札者が決定する。工事総額は、５～６

億ユーロ（約６００～７２０億円）と見込まれ、工

事にはおよそ１，０００名が従事し、うち４００名

はＲＳから雇用される予定。 

 

●クロアチア企業、ブレザ市に２，０００万ＫＭ

の投資を検討（３日） 

 ３日付ボスニア・デイリー紙によると、クロア

チアの自動車タイヤメーカーであるプルメ・グ

メ社（Ｐｒｖｅ Ｇｕｍｅ）は、ＢＨのブレザ市に、バ

イオマス・コージェネレーション・プラント、ペレ

ット生産ライン、タイヤ・リサイクル及び水耕栽

培工場を建設することを検討中。投資見込総

額は、２，０００万ＫＭ（約１２億２，０００万円）。 

 

（了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


